
標準コードを連絡

標準コードを問合せ

相互に連携して標準化の精度を維持

変換マスタ粒度範囲標準コード変換対象

不要各コードの規約に従う全範囲
・SS-MIX2統一診療科コード
・レセプト電算診療科コード
・DPC様式1診療科コード

診療科

不要各コードの規約に従う全範囲・ICD10
・MEDIS標準病名マスター病名管理番号病名

要YJコードは9桁
HOTコードは不問

各標準コードが
付与されている範囲

・HOTコード
・薬価基準収載医薬品コード(厚労省コード)
・個別医薬品コード(YJコード)

薬剤

要コードの規約に従う全範囲・MERIT-9薬剤単位

要16桁内服・頓服の用法のみ
外用・補足用法・注射は対象外・JAMI標準用法コード薬剤用法

要17桁Gemini等より178項目・JLAC11／JLAC10検体検査結果項目

不要コードの規約に従うレセプト・DPCの全範囲・Kコード
・STEM7手術

不要レセプト・DPCの要綱に従うレセプト・DPCの全範囲・基金コード画像オーダー

ーーー（標準化の対象外）画像レポート

SWG3 臨床研究でのデータ利用を想定したコードの標準化

薬剤部、臨床検査部など 各拠点の窓口 学会、標準コード選定組織など

追加項目と標準コードを連絡

追加項目の試薬等の情報を連絡

HIS、変換マスタを更新

【標準化の対象項目と標準コード】

【標準化の精度維持の取り組み】

【実績】
• 新規の用法の追加：標準用法用語集への「食事中」の追加とJAMI標準用法コードの採番・付番
• JLAC採番・付番におけるJLACセンターとの連携の確立


